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2 安全と環境 
 

本製品を使用するすべてのユーザーがこの説明書を読み、安全に関す

る注意を遵守するようにしてください。 
 

3 適用分野 
testo 330i und testo 330i LX 

testo 330i は、Android または iOS モバイル端末機器と組み合わせて使

用できる燃焼排ガス分析計です。testo 330i アプリは、燃焼システムの排

ガスをプロフェッショナルに分析します。 

•  小型バーナー（オイル、ガス、木材、石炭） 
•  低温およびコンデンシング（潜熱回収型）ボイラー 
•  ガス・ヒーター 
testo330i により、これら燃焼機器から排出される排ガスの計測と分析、そ

して省エネと環境対策のための調整が可能となります。 

 
この機器は短期間の計測機器として検証されていますので、安全（警報）

機器として使用しないでください。 

testo330i は、次のような計測、調整ができます。 
• バーナーやボイラーの燃焼効率を高める O2、CO、CO2、NO、NOx

値の調整 

•  ドラフト圧計測 

• 暖房システムのフロー/リターン温度の計測、調整 

• CO、CO2、などの環境対策計測 

• CH4(メタン)、C3H8（プロパン）などの可燃性ガス漏れ検出 

• testo 330i はドイツの大気汚染防止法（BImschV）に従って、熱源供

給システム（CHP）で測定に使用することができます。 

• CO センサは主に熱源供給システム（CHP）施設等での測定に使

用されます。CHP 施設で年間 50 回以上測定を実施する場合

は、機器本体のチェックをお勧めします。テストーサービスセンタ

ーへご連絡いただくか、または計測器をお送りください。 
 CO 測定用センサの NOx フィルタが劣化した際はスペア・パーツ

（型番 0554 4150）をご注文の上、交換してください。 
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テストーは、本来の用途で使用される場合においてのみ本製

品の性能を保証します。未許可のサード・パーティ製品と組み

合わせて使用された場合、性能は保証されません。競合他社

製品についてはテストーから許可されていません。 

通常、テストーで保証していない機能に関するサポート、保証

要請は受け付けておりません。未許可のサード・パーティ製品

と組み合わせて使用するなど、製品の不正な使用や取扱いに

対しても同様に保証の対象外となります。 

 
Bｌuetooth® オプション機能付きの testo 330i について: 

無線モジュールの使用は、使用する国の法律・規定の対象とな

ります。使用が許可されている国のみで使用可能です。計測器

の使用者または所有者には、これらの規則と使用上の必要条

件を厳守する義務があり、特に無線使用許可のない国におい

ての再販、輸出、輸入等について、全ての責任を負います。 
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4 製品説明 
 

4.1. 分析計 

4.1.1. 各部の名称 
 

  

1 固定ブラケット: プローブ・マウント testofix® 装着用 
2 ターミナル・パネル 左 
3 LED ステータス: 

LED 表示 意味 

青 Off 機器の電源がオフ、または待機中 

点滅 (0.05 秒 

on/0.5 秒 off) 
機器の電源がオン、起動中 

点滅(0.5 秒
on/0.5 秒 off) 

機器の電源がオン、Bluetooth® が
機器を検索中 

常時点灯 機器の電源がオン、Bluetooth® 通
信が確立 

赤 点滅(0.05 秒
on/0.5 秒 off) 

デバイス・エラー  

点滅(0.5 秒
on/0.5 秒 off) 

AC アダプタが電源に差し込まれて

いる、バッテリ充電中 

常時点灯 AC アダプタが電源に差し込まれて

いる、バッテリ充電完了 

4 ON/OFF ボタン 



4 製品説明 

  9 

5 ドレン・タンク、ドレン排水プラグ 
6 ターミナル・パネル 右 
7.  マグネットホルダー (裏面) 

 警告 
強い磁気に注意 

ペースメーカーに害を及ぼす可能性がありますので 

> ペースメーカーと分析計の間を最低 15cm 開けてください。 
 

 

注意 

強い磁気に注意   

他の磁気製品にダメージを与えます！ 

> 磁気の影響を受けやすいもの（例えば、モニター、コンピュータ、ク

レジットカードなど）を分析計に近づけないでください。 
 

4.1.2. ターミナル・パネル 左/右 
 

  

1 USB インタフェース 
2 差圧計測用マイナス接続口  
3 AC アダプタ・ソケット  
4 排ガス・ソケット 
5 プローブ・ソケット 
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4.2. 排ガス・プローブ 

 
 

1 フィルタ・チャンバー（ダスト・フィルタを収納） 
2 リリース・ボタン（プローブ・モジュールの取り外しボタン） 
3 プローブ・モジュール 
4 分析計接続プラグ 
5 プローブ・ハンドル 
6 接続ケーブル 
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5 分析計の準備 
 

5.1. 設定 
 

取扱説明書の注意事項をよくお読みください。 
 

5.2. 製品説明 
 

5.2.1. プローブの接続 
  

 
ソケットへのプローブ接続は、分析計へ電源を投入する前に行っ

てください。分析計の電源をオフにし、プローブを交換した後、再

度電源を入れてください。 
 
  

排ガス・プローブ/ガス圧アダプタ/温度アダプタの接続 
> コネクタを排ガス・ソケットに挿入し、ゆっくりと時計周りに回してロック

します。（バヨネット・ロック方式になっています） 
 

 
排ガス・プローブには、延長ホース（0554.1201、ホース長：２.８ｍ）

を１本だけ接続することが可能です。 
 

その他プローブの接続 
> プローブのコネクタをプローブ・ソケットに接続してください。 

  

5.2.2. AC アダプタ/充電式バッテリ 
AC アダプタを接続すると、分析計の電源は自動的に AC アダプタから

供給されます。  
 
 

5.2.2.1. 充電式バッテリの充電 
バッテリの充電は、周囲の温度が０～＋３５℃の環境下で行ってくださ

い。完全に空になったバッテリの充電時間は、室温環境で５～６時間で

す。 
 

1. AC アダプタのコネクタを分析計の AC アダプタ・ソケットに接続します。 
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2. AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 
- 充電が始まります。 (赤色 LED 点滅: 0.5 秒 オン/0.5 秒 オフ) 
- バッテリが完全に充電されると、自動的に充電は終了します(赤色 

LED が継続的に点灯) 。 

バッテリのメンテナンス 
• バッテリは、完全に使い切る前に充電してください。  

• バッテリが空の状態のままで長期間保管しないでください。（理想的

な保管条件は、残容量が 3０～7０％、保管温度が０～15℃ですが、

０℃以下にならないようにしてください。そして、事前に完全に充電し

てから使用を再開してください） 
• 理想的な充電時の周囲温度は 20 ℃ 前後です。 
• ２日間以上にわたるトリクル充電は行わないでください。 

5.2.2.2. 電源コンセントから電源供給 
1.  AC アダプタのコネクタを分析計の AC アダプタ・ソケットに接続しま

す。  
2. AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 

-  分析計への電源供給が AC アダプタにより行われます。 

- 分析計の電源スイッチがオフになっていて、充電式バッテリが装填さ

れているときは、自動的にバッテリの充電が始まります。このとき、電

源スイッチをオンにすると、充電は自動的に終了し、AC アダプタによ

る分析計への電源供給が始まります。 
 

5.2.3. 電源 ON およびモバイル端末との接続 
✓ お使いになるモバイル端末に testo 330i アプリを事前にインストール

しておく必要があります。 

1. 分析計の電源を ON にします：  キーを押します。 
- 分析計がスタートします: 青色 LED 点滅(0.05 秒 オン/0.5 秒 オフ). 

- 接続モードが起動中: 青色 LED 点滅 (0.5 秒 オン/0.5 秒 オフ)。 

2. モバイル端末の電源をオンにします。 
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3. モバイル端末の testo 330i アプリを起動します。  
- 機器検索機能が起動します。無線範囲内の互換性のある機器がす

べて表示されます（製品名＋機器のシリアルナンバーの下 4 桁）。 
> 選択する機器をタップします。 

- 接続が確立するまでに約 30 秒ほどかかります。 

- Bluetooth® 接続が確立しました。青色 LED が点灯します。 

 
接続できない場合は、さまざまな対処方法が表示されます。これらをうまく実

行できない場合は、「トラブルと対処法」（47 ページ）のセクションを参照する

か、販売店またはテストー社のサービスセンターにお問い合わせください。

お問い合わせ先はテストー社ウェブサイト www.testo.com をご覧くださ

い。 
- 測定タイプ排ガス の画面が表示されます。 

 
 

5.2.4. 電源 OFF 
 

 
分析計の電源を切ると、保存していない計測値は消えてしまいます。 

 

> 分析計の電源をオフにします: [ ] ボタンを押します。 
- O２値が２０％以下、他の値が５０ｐｐｍ以上ある場合、ポンプが始動

し、計測セルのリンシングが自動的に始まります。リンシングは３分以

内に終わります。 
- 分析計の電源が切れます。   
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5.2.5. アプリの使用 
アプリを使用する前に、お使いのモバイル端末の動作に慣れていること

を確認してください。お使いの端末機器の説明書を遵守してください。 

端末の操作は おもにアイコン、シンボルまたは名称をタッチして行いま

す。 

  

ユーザー・インタフェース 

 
 

  

1 : 測定タイプ リストを開きます。 

2 : メニュー リストを開いたり閉じたりします。 
3 : 排ガス リストを開きます。 
4 測定値の表示形式を選択します。 

5 : オプション リストを開きます。 
6 測定の開始/停止。 

7 : プロトコル リストを開きます。 

チュートリアルはアプリの  | ヘルプ | チュートリアルで選択できます。 
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6 製品の使用法 
 

6.1. 設定 
 

6.1.1.  分析計の設定 
ディスプレイ上に表示させる測定パラメータ、測定単位、数およびその順

序などはリスト で設定することができます。 
測定値表示、保存された測定記録および記録の印刷には、読み取り値

表示で有効になっているパラメータと単位のみが表示されます。 

この設定は現在起動している測定タイプにのみ適用されます。  

測定パラメータ一覧(測定タイプ、設定された燃料および測定機器に有

効なセンサにより選択が可能):  

表示 計測項目 

FT 排ガス温度 

AT 燃焼用空気温度 

ナイブ T 分析計温度 

ポンプ ポンプ吸引量 

O2 酸素濃度 

CO2 二酸化炭素濃度 

qAnet 熱量範囲を考慮しない排ガス損失 

Effn 熱量範囲を考慮しない効率 

qAgr. 熱量範囲を考慮した排ガス損失 

Effg 熱量範囲を考慮した効率 

ドラフト ドラフト圧 

ΔP 差圧 

CO 一酸化炭素濃度 

uCO 一酸化炭素濃度、未希釈 

NO  一酸化窒素濃度 

NOx 窒素酸化物濃度 

λ 空気比 

シュウイ CO 周囲 CO 濃度 
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表示 計測項目 

O2ref 基準酸素濃度 

Dew Pt 排ガス露点温度 

機能の呼び出し 

> ディスプレイ上に測定パラメータを追加：追加 をタッチして測定パラメ

ータのリストを開き選択します。  

> ディスプレイ上から測定パラメータを削除： をタッチします。 

> 測定パラメータの単位を変更: 測定パラメータ名称をタッチして測定

パラメータの単位のリストを開きます。 

> ディスプレイ上の測定パラメータの順序を表変更示：  を押してド

ラッグします。 

> 変更を承認します：確定 
 

6.1.2. グラフ 
グラフの読み取り値表示タイプでは、読み取りの進捗状況を線図で表示

することができます。 

一度に最大４つの測定パラメータを設定できます。読み取り値表示タイ

プリスト では、使用可能な測定パラメータ/単位のみ表示されます。 

>   をタッチして測定パラメータ/単位のリストを開きます。 

 
読み取り値表示タイプリスト で選択された最初の４つの測定パラメータは、

グラフのデフォルト設定としても使用されます。 

 
 

6.1.3.  | 分析計の設定 | 言語  
ユーザー・インタフェースの言語を設定できます。  

カントリー・バージョンの違いによって使用できる言語の数が異なります。 
 

6.1.4.  | 分析計の設定 | カントリー・バージョン 
カントリー・バージョンの設定は、測定パラメータ、燃料、燃料パラメータ、

分析計の演算のベースや演算式などにも影響します。 

また、分析計の起動時に表示されるメニューの言語にも影響します。 
 

6.1.5.  | 分析計の設定 | センサの診断 
分析計は現在のセンサの状況を表示します。 

センサが摩耗していると、分析計は故障と表示します。 
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> センサを交換してください。 
 

6.1.6.  | 分析計の設定 | センサの保護 
過負荷から計測セルを保護するため限界値を設定できます。センサ

保護の対象となるセンサは、CO、NO センサです。設定された限界値を

超えると、センサ保護機能が働き、ガスの吸引を停止します。 
• 限界値を超えると希釈 

• 再度限界値を超えると電源オフ 
  

 
希釈機能が起動しているとき、 CO および CO の未希釈値は青いフォント

で表示されます。プリントアウト時では、希釈を示すため両方の値の名前の

後ろに「*」 が表示されます。 
 
 

センサ保護機能を停止させるためには、限界値を 0ｐｐｍに設定します。 
 

6.1.7.  | 分析計の設定 | O2 係数  
現在の燃料の O2 係数を設定できます。  

 

6.1.8.  | 分析計の設定 | NO2 係数 
NO2 係数を設定できます。 

 

6.1.9.  | 分析計の設定 | 高度補償 
絶対圧が非常に低いと、O2 センサの寿命の計算が正しく行われませ

ん。従って、分析計を高度の高い場所で使用する場合は、O2 センサが

「使い切った」と早めに表示されないよう、工場設定値を調整する必要が

あります。 

平均海抜（MSL）から最高 1,800ｍまでの高度で分析計を使用する場

合、工場設定 (922 hPa, MSL から約 800 m 上) を保持できます。 

値（絶対圧）を直接入力するか、または気圧と高度を入力すると自動的

に計算されます。 
 

6.1.10.  | 分析計の設定 | testo 330i の電源オフ 
モバイル端末機器から testo 330i の電源を切ることができます。 

 
分析計の電源をオフにすると、保存されていない測定データは

失われますので、ご注意ください。 
 

> 分析計の電源をオフにする:  OK をタップします。 
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- O2 値が 20%以下、他の値が 50 ppm 以上ある場合、ポンプが始動

し、センサのリンシングが自動的に始まります。リンシング時間は最長

で約 3 分間です。 

-  分析計の電源が切れます。 
 

6.2. 測定 
 

6.2.1. 測定の準備 

6.2.1.1. ドレン・タンクのチェック 

ドレン・タンクを定期的にチェックし、ドレンの限界量に達する前に

タンク内のドレンを排水してください。ドレン・タンクの排水、  28
ページを参照ください。 

6.2.1.2. ダスト・フィルタのチェック 
排ガス・プローブのダスト・フィルタを定期的にチェックし、汚れ

ていたら交換してください。 

燃焼用空気温度(AT)の測定 
燃焼用空気温度プローブを接続していないときは、ガス・ゼロ調整中に

排ガス・プローブの熱電対（温度センサ）で計測した温度が、燃焼用空気

温度(AT)として使用されます。関連するパラメータはすべてこの値をベ

ースとして演算されます。 燃焼用空気温度を測定するこの方法は、周

囲空気に依存するシステムでは十分ですが、ガス・ゼロ調整中

は、排ガス・プローブの先端を確実に燃焼機器のダクト付近に置い

てください。 
燃焼用空気温度プローブを接続しているときは、この温度プローブにより

継続的に測定された温度が、燃焼用空気温度(AT)として使用されます。 

ガス・ゼロ調整 

分析計の電源を入れると、ガスセンサのゼロ調整が自動的に始ま

ります。 

> ガスセンサのゼロ調整を手動で始めたいとき:  | Zeroing Gas 
Sensors. 

ドラフト/圧力のゼロ調整 

圧力センサは継続的にゼロ調整されます。 

ダクト内に加圧がなく、他の AT プローブが接続されている場合、ガス・

ゼロ調整中に排ガス・プローブを燃焼機器のダクト内に置くことができま
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す。差圧測定のため、分析計の圧力ソケットはフリーにしてください。（圧

力を加えたり、塞がないでください） 

6.2.1.3. ガス流路のチェック 

測定システム(分析計 + 排ガス・プローブ) に漏れがないかどうか、定期

的にチェックしてください。  

O2 値が著しく高い場合、測定システムに漏れがある場合があります。 

>  | ガス流路チェック 

6.2.1.4. プローブ・マウント testofix®の装着 

 
1. 取付けピンが下向きになっていることを確認しながら、プローブ・マウ

ントを排ガスダクトの測定開口部に挿入します。 

 
2. 固定リングを時計回りに回して、プローブ・マウントを排ガスダクトに取

り付けます。 
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3. 分析計をプローブ・マウントの上に停止位置までスライドさせます。  
4. ロック機構がプローブ・マウントに固定されているか確認してくださ

い。  

 
5. プローブ・マウントを通して排ガス・プローブを排ガスダクトに挿入しま

す。 
 
 

 
testofix® プローブ・マウントを使用する場合、分析計は測定中排

ガスダクトからの放熱にさらされます。 結果として燃焼空気温度

に影響を与えないようにするため、ケーブル付き AT プローブを

測定に使用する必要があります。 
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6.2.1.5. 排ガス・プローブの使用 

熱電対のチェック 
 

      

熱電対の先端がプローブ・パイプのフレームと接触しないようにしてくだ

さい。 

> 使用前にチェックし、必要に応じて、熱電対の先端を曲げてプロー

ブ・パイプのフレームと接触しないようにしてください。 

排ガス・プローブの調整 
 

    

排ガスの流れが直接熱電対に当たるようにしてください。 

> 必要に応じて、開口部の位置を調整してください。 

排ガスの流れの中央を探索 
 

  

プローブ先端を、排ガスの流れの中央に必ず配置してください。 

1. Corestream | を押します。 
2. プローブ先端を、排ガスダクトの流れの中央（排ガス温度が最も高温

Max FT を示す位置）になるよう、プローブ位置を調整してください。  

- グレーの値/グレーのポインタ: 現在の排ガス温度を表示 

- オレンジの値/オレンジのポインタ: 排ガス最高温度を表示 
> 値/ポインタのリセット: を押します。 
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6.2.2.  | 排ガス  

 
正確な測定値を得るため、燃料の設定は測定値の読み取り前

に行う必要があります。 

 燃料 

> 燃料を選択します。 
 
 
  
 

 
有効な測定結果を得るため、排ガス測定の測定間隔は少なくと

も 3 分おく必要があります。3 分以上経つと、分析計は安定し

た数値を表示します。 
 
  

 
これまでに、未希釈 CO の計測が一度も行われていない場合

は、排ガス・プローブの計測値を使用してその値が演算され、

継続的に更新されていきます。 

未希釈 CO の計測を既に行っている場合は、その計測値が使

用されます。  
 

1. を押します。 
- 測定値が表示されます。 
測定値表示でドラフト圧測定が有効になっていると、排ガス測定と並行

してドラフト圧測定が自動的に開始されます。測定データ一覧画面で、こ

の並行して行われているドラフト圧測定の停止/再開が可能です。このド

ラフト圧測定は、ドラフト圧測定タイプの測定とは別に実行されます。 
 

 
ドラフト圧測定では、分析計の圧力ソケットはフリーにしてくださ

い。（圧力を加えたり、塞がないでください）  
 

> ドラフト圧測定表示  をタップするか、次へ  をタップします。 

2. を押します。 
3.  

6.2.3.  | ドラフト圧 
 

 
分析計の圧力ソケットはフリーにしてください。（圧力を加えたり、

塞がないでください） 
 

1. を押します。 
- 測定値が表示されます。 
長い測定中のドリフトを防ぐため、圧力センサの継続的にゼロ調整されま

す（10 秒毎）。ゼロ調整中はバルブの切換え音が聞こえます。 

2. を押します。 
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6.2.4.  | 未希釈 CO 計測 
✓ マルチホール・プローブ (0554 5762) の接続が必要です。 

1. を押します。 
- 測定値が表示されます。 

2. を押します。 
 

6.2.5.  | スモークナンバー 
スモークポンプテスターによって計算された値を入力することができま

す。 
スモーク ナンバー および オイル消費量/熱量の測定ができるのは、燃

料としてオイルを選択した場合のみです。 
 

6.2.6.  | 差圧 
 警告 

ガスが混ざると危険です。 

爆発の恐れがあります! 

> サンプリング・ホースと分析計にガス漏れがないことを確認してくださ

い。  

> 測定中は禁煙、火気厳禁です。  
 

✓ 差圧計測には、差圧計測セット（0554 1203）の接続が必要です。 

✓ 計測を始める前に、分析計の圧力ソケットを開放してください。（圧力

を印加したり、システムに接続していないことを確認してください） 圧

力センサは計測を開始するときゼロ化されていなければなりません。 

1. を押します。 
- 圧力センサのゼロ調整が行われます。 
- 測定値が表示されます。 
2. 測定対象のシステムに分析計を接続してください。 

 

 
差圧センサのドリフトにより、測定値が許容誤差範囲外となる恐

れがありますので、5 分以上にわたる差圧計測は行わないでくだ

さい。長時間の測定には、再度センサのゼロ調整を行ってくださ

い。 
 

3. を押します。 
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6.2.7.  | 温度差 
✓ 温度差計測には、温度差計測セット（0554 1208）が必要です。 

1. を押します。 
- 測定値および演算された温度差Δt (T1 - T2) が表示されます。 

2. を押します。 
 

6.2.8.  | 燃焼用空気の O2濃度 
1. を押します。 
- 測定値が表示されます。 

2. を押します。 
 

6.2.9.  | ガス消費量/熱量 
この機能は、燃料としてガスを選択した場合のみ、有効になります。  

ガス・バーナー出力値は、ガス消費量から演算されます。このためにガス

量がアプリに入力され、その消費量がガスメーターで読み取られます。 
1. ガスメーターで監視するガスの量を設定します。 
2. 燃焼ガスの発熱量を設定します。 

3. を押します。 
- 残り測定時間（モニター時間）が表示されます。 

4.  モニター時間の終了: を押します。 
- 演算により算出されたガス消費量およびガス・バーナー出力値（熱

量：ｋW）が表示されます。 
 

6.2.10.  | オイル消費量/熱量 
この機能は、燃料としてオイルを選択した場合のみ、有効になります。 
バーナー容量は、設定した油圧とオイルノズルのオイル流量から演算さ

れます。 

>  オイルノズルのオイル流量と油圧を設定します。  

- 演算により算出されたオイル・バーナー出力値（熱量：ｋW）が表示さ

れます。 
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6.3. データのプリント 
現在の測定値をプリンタ (アクセサリ: Testo プリンタ 0554 0621)を使って

出力することができます。 

印刷の設定 

測定値のプリンタ出力時に個々の情報（ヘッダー：会社住所、フッター：

技術者の指名、など）を追加することができます。 

1.  | プロトコル | 自社の情報 
2. 設定します。 
この設定では会社ロゴを入れることはできません。会社ロゴは PDF 形式

で発行されたレポートにのみ使用できます。 

現在の測定値のプリント 

✓ プリンタの電源を入れ、無線の範囲内に設置します。 

>  | Print values. 
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6.4. レポート 
保存された測定データ（測定値）および測定に関するその他の情報のレポ

ートを作成できます。 

レポートはレポートプリンタ（アクセサリ：Testo プリンタ 0554 0621）を使用

して印刷することも、電子メールの添付ファイルとして送信することもできま

す。モバイル端末にインストールされている電子メールアプリが使用されま

す。 
 

6.4.1. プロトコルの追加 (測定データの保存) 
最後に実行された測定タイプの測定データが一時的に分析計に保存さ

れます。  
 

 
分析計の電源がオフにされると、クリップボードも削除されま

す。 
 

測定した値を保存して測定データにバックアップし、その後のレポートに

使用することができます：  

>  | プロトコルの追加 
 
 

 
測定値は分析計に保存されます。このメモリは長期メモリ／アー

カイブとしての使用には適していません。重要な測定値のレポー

トを作成し、適切な場所に保存してください。 
 
 
 

6.4.2. プロトコルの終了 
1.  | プロトコルの終了 

または 
 | プロトコル 

2. 入力カテゴリを開きます:  
3. ログデータを入力/選択します。 

カテゴリ 詳細 

自社の会社デー

タ  

測定値のプリンタ出力時に個々の情報（会社住所、技

術者の名前、など）を追加することができます。PDF 形

式なら会社のロゴを追加することができます。 
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カテゴリ 詳細 

ファイル形式と

印刷 

ファイル形式の選択: 

• CSV (コンマで区切られたテキストファイル、 例： 

Microsoft® エクセル) 

• PDF 

• 測定値をプリント (テストープリンタ 0554 0621 (アク

セサリ)が必要)  

• ZIV (XML ファイル、ドイツの規定に準拠) 

顧客データ 情報を入力するか、連絡先のデータをインポート（モバ

イル端末の連絡先の入っているアプリを開く）。 

コメントと画像 コメント(ログのファイル名、コメント、測定場所の名前) 

を入力し、画像を追加する（モバイル端末のフォトとビ

デオの入っているアプリを開く）。 

画像は PDF 形式を選択している時のみ取り込むことが

できます。 

測定値の選択 作成日に応じ、保存されているすべての測定値が次の

いずれかの時間区分で表示されます：本日、昨日、ま

たはそれ以前。 

レポートを作成する測定値を選んで を付けます。

新たに保存された測定値が自動的に表示されます。 

測定値を表示させ、それをチェック： 

>  

個々の測定値を削除: 

>  

その時間区分におけるすべての測定値を削除: 

> 時間区分名の横にある  マークをタッチ 

レポートの測定値を選択/解除: 

>  

 
レポートには選択されたすべての画像と測定データが含まれて

います。これによりレポートが数メガバイトのファイルサイズに達す

る可能性もあります。レポートを送信する前に、携帯電話会社か

ら請求され得る金額をご確認ください。 
 

4. 送信します。 
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7 メンテナンス 
 

7.1. 分析計のチェック 

7.1.1.  | 分析計の設定 | センサ診断 
センサの状態が表示されます。 

センサが摩耗していたら交換が必要です。詳細は センサの交換 、  33
ページを参照ください。 

7.1.2.  | エラーリスト  
分析計に未解決のデバイス・エラーがあると表示されます。 

 

7.2. 分析計のクリーニング 
> 分析計が汚れたときは、湿った布で拭いてください。 

 

 
機器のクリーニングには蒸留水か、イソプロパノールのような弱

性の溶剤を使用してください。イソプロパノールをご使用の場

合、製品の取扱説明書に従ってください。イソプロパノールの

蒸気には僅かに麻酔のような作用があり、目や粘膜などへの刺

激を催すことがありますので、充分な換気を行ってください。 
 

 
ケースの中に溶剤や油性洗浄剤を一緒に入れて保管しないで

ください。容器から蒸発または漏洩し、機器やセンサに損傷を

与えることがあります。 
 
 

 
刺激性の強いアルコールやブレーキ・クリーナーなどは機器に

損傷を与えることがあります。 
 

7.3. ドレン・タンクの排水 
ドレン・タンクには、ドレンの限界量を示すマークが付いています。機器を

水平または垂直に保ち、タンク内のレベルをチェックしてください。 
 

 
ドレンは弱い酸性液です。皮膚に付着しないようご注意ください。

また、ドレンがハウジング内に溢れ出ないようご注意ください。 
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 注意 
ガス流路へのドレン溢れに注意 

プローブや排ガス・ポンプが損傷することがあります。 

> ポンプが作動しているときは、ドレン･タンクの排水を行わないでくだ

さい。ポンプがドレンを吸い込み、ガス計測セルを水浸しにする恐れ

があります。 
 

  
 

  

1. ドレン･タンクのドレン排水口を開きます。 
2. ドレンを洗面台などに捨てます。 
3. 布などでドレン排水口まわりの水滴を拭き取ります。ドレン排水口を

元通りに閉めます。 

 
ドレン排水口を完全に閉めてください。（マークの位置まで） 密閉さ

れないと、分析計内に空気が混入し、正確な計測ができません。 
  
 

7.4. 分析計の開閉 
分析計は、測定目的で必要な場合（ガスセンサ/バッテリの交換など）に

のみ、開けてください。 

✓ 分析計は、AC アダプタを介して電源に接続しないでください。分析

計の電源は切っておく必要があります。  
 
 

 
分析計を開けたり組み立てたりするときは、取り外したネジをなく

さないようご注意ください。作業台の上に布を広げておくことなど

をお勧めします。 
  

1. 分析計の背面が上になり、固定用ブラケットのある側が手前になるよ

う、分析計を下に向けて置きます。 
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2. プラスドライバーを使用して、固定ブラケットから 2 本の（短い）ネジ 

(1 と 2) を取り外します。 

 
3. キャッチフックを外側に動かし (3) 、分析計の背面を押し上げて持ち

上げます。  

 
> 分析計の裏側を手で取り外すことができない場合は、両方のくぼみ３

と４にドライバーをあてることで、簡単に外すことができます。 
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4. 分析計のケースからオレンジ色の固定クリップ (6)を上方に取り外し

ます。 

 
5. プラスドライバーを使用して、4 本のネジ 7～10（短いネジ）と 4 本の

ネジ 11～14 (長いネジ) をゆるめ、取り外します。 
6. 分析計を裏返して、前面が上を向くように置きます。 

 
7. ドレン・タンクのシーリングプラグをドレン・タンクの排水口から取り外し

ます(15)。 
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8. 上部の分析計ケースを持ち上げ裏返して、下部のケースの横に置き

ます(16)。 ホースやラインを損傷しないよう慎重に行ってください。 

組立て 

組立ては分析計を開くときと逆の手順で行います。以下の点にご注意く

ださい: 

> 指定されたダクトにホースとラインを配置してください。  

> ホースやラインが詰まらないように確認してください。 

 
> ハウジングの背面の下端にある歯を下部の機器ケースに挿入し、記

号  (17) と  (18) の高さで押してハウジングの所定の位置に固

定します。 
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7.5. 充電式バッテリの交換 
✓ 分析計を開きます。分析計の開閉、 29 ページを参照ください。 

 

 

 

1. バッテリ・ロックを外します: 灰色のボタン (1) を押し、ボタンを押した

まま左方向に動かします (2)。 
2. 古いバッテリを取り出し、新しい充電式バッテリを挿入します。必ず、テ

ストー純正の充電式バッテリ（製品型番：0515 0107）を使用してくださ

い。 
3. バッテリをロックします：灰色のボタンを押し、バッテリが固定されるま

で、右方向に動かします。 
 

7.6. センサの交換  
 

 
スロットブリッジ (0192 1552) はセンサが装備されていないスロッ

トに挿入する必要があります。使用済みのセンサは危険廃棄物

として処分してください。 
 
 
 

✓ 分析計を開きます。分析計の開閉、 29 ページを参照ください。 

 
1. ホース接続部を故障したセンサ (1)/ブリッジ (2)から取り外してくださ

い。 
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2. 故障したセンサ/ブリッジ をスロットから取り外してください。  
> NO センサ: 補助回路基板を取り外します。 

  

 

 
設置直前まで NO センサ用補助回路基板を外さないでくだ

さい。センサを補助回路基板なしで 15 分以上放置しない

でください。 
 

3. 新しいセンサ/ブリッジをスロットに設置してください。 
• スロット 1: O2 センサ 
• スロット 2: CO センサ または COlow センサ 
• スロット 3: NO センサ または NOlow センサ 

4. ホース接続部をセンサ /ブリッジに押し込んでください。 
5. 分析計を閉じます。 

 
センサを新たに組み込むときは、関連する測定パラメータ/単位

を測定値表示で有効にする必要があります。 
  

7.7. 排ガス・プローブのクリーニング 
✓ クリーニングの前に、分析計から排ガス・プローブを外します。  
1. プローブ・ハンドルのキーを押してプローブキャッチを解除し、プロー

ブ・モジュールを取り外します。 
 

 
 

2.  プローブ・モジュールとプローブ・ハンドルの排ガスダクトを通して圧

縮空気を吹きます (図参照)。ブラシは使わないでください。 

3. 新しいプローブ・モジュールをプローブ・ハンドルに取り付けて、所定

の位置にはめ込みます。 



7 メンテナンス 

  35 

 

7.8. プローブ・モジュールの交換 
✓  分析計から排ガス・プローブを外します。  

 

 
 

1.  プローブ・ハンドル上部のボタン (1) を押して、プローブ・モジュール

を取り外してください (2)。 

2. 新しいプローブ・モジュールを差し込み、所定の位置に固定します 

(3)。 
 

7.9. ダスト・フィルタのチェックと交換 
ダスト・フィルタのチェック: 

排ガス・プローブのダスト・フィルタが汚れていないか、定期的にチェック

してください。フィルタ・チャンバーの窓から内部のフィルタを見て、目

で汚れをチェックします。 
> 汚れていたり、ポンプ流量が不適切な場合は、フィルタを交換してく

ださい。 

ダスト・フィルタの交換: 
 

 
フィルタ・チャンバー内にドレンが溜まっていることがありますの

で、ご注意ください。これは誤作動ではなく、誤った測定値を引

き起こすことはありません。 
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1. フィルタ・チャンバーを開きます。わずかに反時計方向に回して(1)、
フィルタ・チャンバーを取り外します(2)。 

2. 汚れたフィルタを取り外し (3)、 新しいフィルタ（0554 3385）を挿入し

ます (4)。 
3. フィルタ・チャンバーを取りつけて固定します。わずかに時計回りに

回します。 
 

7.10. 熱電対の交換 
1. プローブ・ハンドル上部のボタンを押して、プローブ・モジュールを取

り外してください 。 
 

 
 

2. ドライバー等を使用して、熱電対のプラグイン・ヘッドをソケットから外

し、熱電対をプローブ･シャフトから引き抜きます。 
3. 新しい熱電対をプローブ・シャフトに挿入し、接続ヘッドが所定の位

置にカチッと音がして止まるまで押し込みます。 

4.  プローブ・モジュールをハンドルに元通り取り付け、はめ込みます。 
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7.11. 分析計ソフトウェアの更新 
テストーのホームページ（www.testo.com）にアクセスすると、燃焼排ガス

分析計の最新ソフトウェア（ファームウェア）をダウンロードできます。（登

録が必要です） 
✓ testo 330i の電源スイッチを切ります。  
1. 分析計の AC アダプタを電源ソケットに差し込みます。 

2.  を押して、10 秒間そのまま押し続けます。 
- 両方のステータス LED (青/赤) がゆっくり交互に点滅します。 

3. 分析計の USB ポートに接続ケーブル (0449 0047) を挿入し、PC

と接続します。 
- ご使用の PC は分析計をリムーバブルメディアとして認識します。  
4. 新しいソフトウェアファイル (ap330ir.bin) を認識されたリムーバブルメ

ディアにコピーします。 

- 両方のステータス LED (青/赤) が素早く交互に点滅します。 コピー

終了まで数分かかることもあります。 

5. 接続ケーブルを testo 330i から切り離します。 
- 分析計のソフトウェア（ファームウェア）更新が終了すると、自動的に

再読み込みが行われ、testo 330i が使用可能な状態になります。 
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8 テクニカル・データ 
 

8.1.1. 適合規格および認定証 
この製品は EMC 指令、2014/30/EC に適合しています。  

testo 330i 本体、 O2/CO センサ, H2-補償/NO, 燃焼空気温度センサ、

排ガス温度センサ、および差圧センサ（ドラフト圧）は VDI4206 に従っ

て、TÜV テスト済です。  

CO センサ 0393 0101 (CO, H2-補償) は EN 50379 part 2 に従って、

TÜV テスト済です。 

CO センサ 0393 0051 (CO, H2-補償なし) は EN 50379 part 3 に従っ

て、TÜV テスト済です。 

ドイツの 1st BImSchV (大気汚染防止法)に則った公式な測定機器として

は、当局により承認された技術試験機関によって、6 か月毎に検査され

なければなりません。 

8.1.2. Bluetooth® モジュール 
無線モジュールの使用は、使用する国の法律・規定の対象となります。

使用が許可されている国のみで使用可能です。計測器の使用者または

所有者には、これらの規則と使用上の必要条件を厳守する義務があり、

特に無線使用許可のない国においての再販、輸出、輸入等について、

全ての責任を負います。 
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国 内容 

Australia 

 

E1561 

Brazil 

 

Canada Contains FCC ID: 4957A-MSR 
Product IC ID: 6127B-2016t330i 
IC Warnings 

China CMIIT ID: 2016DJ4930 

Europa + 
EFTA 
 

 
 

 

The EU Declaration of Conformity can be found on th  
testo homepage www.testo.com under the produc  
specific downloads. 

EU countries:  
Belgium (BE), Bulgaria (BG), Denmark (DK), Germany 
(DE), Estonia (EE), Finland (FI), France (FR), Greece 
(GR), Ireland (IE), Italy (IT), Latvia (LV), Lithuania (LT), 
Luxembourg (LU), Malta (MT), Netherlands (NL), 
Austria (AT), Poland (PL), Portugal (PT), Romania 
(RO), Sweden (SE), Slovakia (SK), Slovenia (SI), Spain 
(ES), Czech Republic (CZ), Hungary (HU), United 
Kingdom (GB), Republic of Cyprus (CY).  
EFTA countries:  
Iceland, Liechtenstein, Norway, Switzerland 

India Authorized 
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日本 

 
 Japan Information 

Korea 

  MSIP-RMM-TE1-330i  
KCC Warning 

Turkey Authorized 

USA Contains FCC ID: RFRMS 
FCC ID: WAF-2016t330i 
FCC Warnings 

Bluetooth 
SIG List 

Feature  Values  
Bluetooth Range  < 10 m /< 32.8ft.  
Bluetooth type  BlueMod+SR (August 2013) 

4.0 Bluetooth® Classic / 
Low Enery  

Qualified Design ID  B021281  
Bluetooth company  Stollmann E+V GmbH  
RF Band 2402-2480MHz 
Output power -10 dBm 

 

TÜV TÜV by RgG 310 
TÜV approved: 
EN50379-1, -2, -3 / VDI4206-1 

 
IC Warnings 
This instrument complies with Part 15C of the FCC Rules and 
Industry Canada RSS-210 (revision 8). Commissioning is subject to 
the following two conditions: 
(1) This instrument must not cause any harmful interference and 
(2) this instrument must be able to cope with interference, even if 
this has undesirable effects on operation. 
 
Cet appareil satisfait à la partie 15C des directives FCC et au standard 
Industrie Canada RSS-210 (révision 8). Sa mise en service est soumise 
aux deux conditions suivantes :  
(1) cet appareil ne doit causer aucune interférence dangereuse et  
(2) cet appareil doit supporter toute interférence, y compris des 
interférences qui provoquerait des opérations indésirables. 
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FCC Warnings 
Information from the FCC (Federal Communications Commission) 
For your own safety 
Shielded cables should be used for a composite interface. This is to ensure 
continued protection against radio frequency interference. 
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FCC warning statement 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful interference 
in a residential installation. This equipment generates, uses and can radiate 
radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instructions, may cause harmful interference to radio communications. 
However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. If this equipment does cause harmful interference to 
radio or television reception, which can be determined by turning the 
equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures: 
• Reorient or relocate the receiving antenna. 
• Increase the separation between the equipment and receiver. 
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to 
which the receiver is connected. 
• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
 
Caution 
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible 
for compliance could void the user's authority to operate the equipment. 
Shielded interface cable must be used in order to comply with the emission 
limits. 
 
Warning 
This device complies with Part 15 of the FCC Rules.  
Operation is subject to the following two conditions: 
(1) this device may not cause harmful interference, and 
(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 
 
KCC Warning 

해당 무선 설비는 운용 중 전파혼신 가능성이 있음 
 
Japan Information 
当該機器には電波法に基づく、技術基準適合証明等を受けた特定無線

設備を装着している。 
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8.1.3. 測定範囲と分解能 

測定項目 測定範囲 分解能 

O2 0 ～ 21 vol.% 0.1 vol.% 

CO 0 ～ 4,000 ppm 1 ppm 

CO 
(H2-補償) 

0 ～ 8,000 ppm 1 ppm 

CO  
(H2-補償) 希釈あ

り 

0 ～ 30,000 ppm 1 ppm 

COlow 0 ～ 500 ppm 0.1 ppm 

NO 0 ～ 3,000 ppm 1 ppm 

周囲 CO (排ガ

ス・プローブ経由) 
0 ～ 2,000 ppm 1 ppm 

ドラフト圧 -9.99 ～ 40 hPa 0.01 hPa 

ΔP 0 ～ 300 hPa 0.1 hPa 

温度 -40 ～ 1,200 °C 0.1 °C (-40.0 ～ 999.9 °C) 
1 °C (その他範囲) 

燃焼効率 0 ～ 120% 0.1% 

排ガス損失 0 ～ 99.9% 0.1% 

周囲 CO2 (O2演

算) 
表示範囲 0 〜
CO2max 

1 ppm 

8.1.4. 精度および応答速度 

測定項目 精度 応答速度 

O2 ± 0.2 vol.% < 20 秒 (t90) 

CO ± 20 ppm (0 ～ 400 ppm) 
測定値の± 5% (401 ～ 
2,000 ppm) 
測定値の± 10% (2,001 ～ 
4,000 ppm) 

< 60 秒(t90) 
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測定項目 精度 応答速度 

CO H2-補償 ± 10 ppm または測定値の± 10% 
1 (0 ～ 200 ppm)  
± 20 ppm または測定値の ± 5% 1 
(201 ～ 2,000 ppm) 
測定値の± 10% (2,001 ～ 
8,000 ppm) 

< 60 秒(t90) 

CO (H2-補償) 希
釈あり 

± 200 ppm または測定値の 
± 20% 1 (0 ～ 30,000 ppm) 

< 60 秒(t90) 

COlow ± 2 ppm (0 ～ 39.9 ppm) 
測定値の± 5% (その他範囲) 

< 40 秒(t90) 

NO ± 5 ppm (0 ～ 100 ppm) 
測定値の± 5% (101 ～ 
2,000 ppm) 
測定値の± 10% (2,001 ～ 
3,000 ppm) 

< 30 秒(t90) 

ドラフト圧 ± 0.02 ppm または測定値の ± 5% 
1 (-0.50 ～ 0.60 hPa) 
± 0.03 hPa (0.61 ～ 3.00 hPa) 
測定値の± 1.5% (3.01 ～ 
40.00 hPa) 

- 

ΔP ± 0.5 hPa (0.0 ～ 50.0 hPa) 
測定値の± 1% of m.v. (50.1 ～ 
100.0 hPa) 
測定値の± 1.5% (その他範囲) 

- 

温度 ± 0.5 °C (0.0 ～ 100.0 °C) 
測定値の± 0.5% (その他範囲) 

プローブにより

異なる 

燃焼効率 - - 

排ガス損失 - - 

周囲 CO2 (O2値

からの演算) 
± 0.2 vol.% - 

                                                             
1 どちらか高い値が適用されます。 
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8.1.5. その他データ 

燃焼排ガス分析計 
 

項目  仕様  

保管/輸送温度 -20 ～ +50 °C 

稼働温度 -5 ～ +45 °C 

測定孔の最高表面温

度（プローブ装着時） 

140 °C 

稼働湿度 0 ～ 90% RH、結露なきこと 

稼働ポジション 制限なし 

ドレン・タンク容量 9 ml 
稼働環境 20 ℃時、約 5 時間相当 (電気加熱オ

イル)/約 2.5 時間（天然ガス） 

電源 リチウムイオン電池: 3.7 V/2.6 Ah 
AC アダプタ: 6 V/2.0 A 

システム要件 Bｌuetooth®  4.0 

iOS 7.1 または Android 4.3 以降 

保護クラス IP 40 

質量 720 g (バッテリ除く) 

寸法  270 x 160 x 57 mm 

メモリ 500,000 測定値 

燃焼ガス圧 max. 50 mbar 

負圧 max. 80 mbar 

バッテリ充電時温度 ± 0 ～ 35 °C 

バッテリ充電時間 約 5～6 時間 

バッテリ寿命 6 時間 (ポンプ・オン、稼働環境 20℃) 
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項目  仕様  

保証期間 testo 330i 
分析計本体: 4 年 
O2 センサ/CO センサ: 4 年 
その他センサ: 2 年 
排ガス・プローブ: 4 年 
熱電対: 1 年 
バッテリ: 1 年 
保証条件についての詳細はテストーのウェブサ

イト（www.testo.com ）をご覧ください。 
 
 

8.1.6. 適合宣言  
EU 適合宣言書は、テストーのウェブサイト（www.testo.com ）の各製品仕

様のページに掲載されています。 
 

http://www.testo.com/
http://www.testo.com/
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9 トラブルシューティング 
 

9.1. トラブルと対処法 
 

エラー状態 考えられる原因と対策 

充電式バッテリの残容量が少

なくなった。 

> AC アダプタを接続してください。 

分析計の電源が自動的に切

れてしまう。 あるいは、電源

が入らない。 

バッテリ/充電式バッテリが空。 
> バッテリを充電してください。あるい

は、AC アダプタを接続してく ださい。 

バッテリ残容量が正しく表示

されない。 
バッテリをフル充電、フル放電しないこと

が多い。 
> バッテリを完全に放電（分析計の電源

が自動的に切れる状態になるまで）し

て、その後フル充電してください。 

エラー・リポート： 

ポンプリュウリョウ ガ オオス

ギマス 

ガス排出口が何かで塞がれている。 
> ガス排出口を開放してください。 
排ガスダクト内の圧力が高過ぎます
(> 50 mbar): 
> ドラフト圧測定を行います。 

エラー・リポート： 

センサ ノ ホゴガ オコナワレ

テイマス 

CO センサの負荷が限度を超えていま

す。 
> プローブを取り出してください。 

エラー・リポート： 

インサツ デキマセン 
> プリンタの電源が入っていない。 
> 無線通信が可能な範囲外にプリンタ

がある。 
分析計の電源を入れると３つ

の音響信号が鳴る。 
デバイス・エラー: 
> 販売代理店またはテストー社サー

ビスセンターにお問い合わせくだ

さい。 
アプリがコマンド入力に応答

しない。 
> 起動中のアプリ一覧を開き（お使いの

スマートフォンの OS の取扱説明書を

参照）、アプリを閉じます。 
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エラー状態 考えられる原因と対策 

分析計がコマンド入力に応

答しない。 
>  ボタンを 10 秒間押し続けて分析

計をリセットし、分析計を再起動しま

す。 
Bluetooth 接続が確立しま

せん! 
または 
必要な分析計がデバイス検

索画面に表示されません。 

>  ボタンを 10 秒間押し続けて分析

計をリセットし、分析計を再起動しま

す。 

デバイス検索画面に機器が

表示されません。 
> モバイル端末の Bluetooth 設定をチ

ェックしてください。 
> モバイル端末の Bluetooth 設定をオ

フにしてからもう一度オンにします。 
Bluetooth® エラーメッセージ

が表示され接続が繰り返し失

敗する。 

1.  ボタンを 10 秒間押し続けて分析

計をリセットし、分析計を再起動しま

す。 
2. モバイル端末の Bluetooth 設定をオ

フにしてからもう一度オンにします。必

要に応じ、モバイル端末のオフ/ 

オンを行います。 
2台のプリンタを使用している

時：必要なプリンタが見つか

りません。 

モバイル端末が別のプリンタに接続して

いる可能性があり、この接続がアプリに保

存されています。 

> アプリを閉じて新しい接続を再起動し

ます。 
Excel® の CSV フォーマットが

適切に表示されません。 

 

Excel® を開き新しいテンプレートを作成し

ます。Data タブをクリックし、メニューのテ

キスト形式を起動します。CSV ファイルを

選択し、エクセルのテンプレートに追加し

ます。 
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9.2. 問い合わせ先とサポート 
前述の対策を実施しても問題が解決しない場合、あるいはここに記述さ

れていない問題が発生した場合は、お買い上げの販売店またはテストー

社サービスセンターにご連絡ください。 

テストー社にエラーレポートをメール送信することもできます。ヘルプメニ

ューの エラーレポートの送信を選択してください。 メールアプリが自動

的に起動し、エラーレポートを作成します。レポートにはお使いのスマー

トフォンおよび OS の情報などが含まれます。自動的に生成されたメール

アドレス developmentsupport@testo.de にメールが送信されます。テスト

ー社よりトラブルシューティングのための情報が送信されます。 
 

9.3. アクセサリ/スペア・パーツ 
 

プリンタ 
 

製品名  型番 

Bluetooth® / IRDA プリンタ（電源および USB ケーブル

付） 

0554 0621 

AC アダプタ（microUSB 接続ケーブル付き） 0554 1105 

プリンタ用スペア感熱紙（6 巻/1 セット） 0554 0568 

モジュラー排ガス･プローブ 
 

製品名  型番 

モジュラー排ガス・プローブ 180mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm, ホース長:  0.6 m 

0600 9780 

モジュラー排ガス・プローブ 300mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm, ホース長:  0.6 m 

0600 9781 

モジュラー排ガス・プローブ 180mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6mm, ホース長:  0.6 m 

0600 9782 

モジュラー排ガス・プローブ 300mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6mm, ホース長:  0.6 m 

0600 9783 

モジュラー排ガス・プローブ 180mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm, ホース長: 2.2 m  

0600 9760 

モジュラー排ガス・プローブ 300mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm, ホース長: 2.2 m  

0600 9761 
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製品名  型番 

フレキシブル排ガス・プローブ 330mm, 180℃,屈折角

度：最大 90°屈折している場所での計測用 
0600 9770 

プローブ・モジュール / モジュラー排ガス・プローブ用アクセサリ 
 

製品名   型番 

プローブ・シャフト･モジュール 180 mm, 500℃, 熱電対 

0.5 mm, プローブ・シャフト径: 8 mm 
0554 9760 

プローブ・シャフト･モジュール 300 mm, 500℃, 熱電対 

0.5 mm, プローブ・シャフト径: 8 mm 
0554 9761 

スペア熱電対（0554 9760, 0554 9762 用） 0430 9760 

スペア熱電対（0554 9761, 0554 9763 用） 0430 9761 

testofix® プローブ・マウント、 8 mm 0554 3006 

コーン, シャフト径： 8 mm 用, 鋼鉄製 0554 3330 

マルチホール・プローブ・シャフト, 長さ 300 mm, Ø 8 

mm, CO 平均化用 
0554 5762 

マルチホール・プローブ・シャフト, 長さ 180 mm, Ø 8 

mm, CO 平均化用 
0554 5763 

フレキシブル・プローブシャフト・モジュール 0554 9770 

モジュラー排ガス・プローブ 用延長ホース, 2.8 m  0554 1202 

ダスト・フィルタ（10 ヶ/セット） 0554 3385 

温度プローブ 
 

製品名 型番 

燃焼用空気温度プローブ, 300 mm 0600 9791 

燃焼用空気温度プローブ, 190 mm  0600 9787 

燃焼用空気温度プローブ, 60 mm  0600 9797 

高速表面プローブ 0604 0194 

小型燃焼用空気温度センサ 0600 3692 
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その他プローブ / センサ 
 

製品名 型番 

壁隙間用 O2 プローブ 0632 1260 

ガス漏れ検知プローブ 0632 3330 

温度差計測用セット, パイプ・クランプ式プローブ ｘ ２, 

温度計測アダプタ 
0554 1208 

スモーク・テスター（排ガス中のすす計測用）、オイル、す

すプレート付き） 
0554 0307 

スペア・センサ 
 
 

製品名 型番 

O2 センサ  0393 0002 

CO センサ 0393 0051 

CO センサ H2 補償 0393 0101 

COlow センサ 0393 0103 

NO センサ 0393 0151 

NOlow センサ お問い合わせ

ください。 

ケース 

製品名 型番 

アタッシュ・ケース（大）：厚さ 180mm、2 段仕切り 0516 3302 

アタッシュ・ケース（小）：厚さ 130mm 0516 3303 

その他アクセサリ 
 

製品名 型番 

AC アダプタ 0554 1096 

スペア充電式バッテリ 0515 0107 

分析計/PC 間接続用 USB ケーブル 0449 0047 

補助フィルタ 0133 0010 

ドラフト・セット 0554 3150 
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製品名 型番 

高精度圧力プローブ 0638 0330 

キャピラリーホース・セット 0554 1215 

固形燃料セット（330-2LL 推奨） 単体での使用不可 

プローブ・ハンドル部（0440 3334）と併用 

0600 9765 

固形燃料測定用プローブ・シャフトの焼結フィルタ 0133 0035 

固形燃料測定アダプタのドレン・タンク用フィルタ・マテリ

アル 
0133 0012 

NOx センサ用スペア・フィルタ 0554 4150 

ガス管用圧力テスト・セット 0554 1213 

ISO 校正証明書（排ガス） 0520 0003 

アクセサリ、スペア・パーツの詳細については、製品カタログ、説明書、ま

たはテストーのウェブサイト（www.testo.com ）をご覧ください。 
 

http://www.testo.com/




 

testo 330i 燃焼排ガス分析計 取扱説明書 0971 3340 jp 06(03.2019) 
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